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本件のお問い合わせは、東京新聞広告局 電話03-6910-2483 (2018/1/11） 

誰もが暮らしやすい社会の実現を目指し2015年9月から東京新聞紙上からスタートしたプロジェクト 
「HEART&DESIGN FOR ALL」の一般向けイベントを１２月２３日（土）・２４日（日）に地元プロバ
スケットボールチーム・サンロッカーズ渋谷協力のもと開催した。 

「性的マイノリティ」支援に力を入れる渋谷区がこの秋から開始をした『しぶやレインボー宣言POP』 
（※）をサンロッカーズ渋谷がB１チームとして初めて取得。それを記念した啓発イベントをホームゲーム
で実施することで、来場者に性的マイノリティ支援について知ってもらう機会を作ることができた。連日
満員の観衆（2日間合計約6,000名）の熱気に包まれた試合はスポーツ界における性的マイノリティ支援
の確かな一歩となった。 

 ※性的マイノリティが安心して暮らし、働ける社会づくり推進の一歩として、一定の条件を満たしフレンドリー宣言を行う
渋谷区の民間企業・事業所・店舗に対して、レインボー・アイリスをあしらったPOPを無料提供する事業 

（東京本社広告一部 家田 良二） 

↑しぶやレインボー宣言セレモニー（サンロッカーズ渋谷社長・渋谷区長） 

↑2017年12月23日東京新聞朝刊30段カラー 

スポーツ、音楽で性的マイノリティ支援を啓発 
HEART&DESIGN FOR ALL FESTIVAL 開催！ 

↑2017年12月9日東京新聞朝刊15段カラー 

イベント応援に駆け付けた 
トランスジェンダーアイドル 

シークレットガイズ 

渋谷区や企業の 
性的マイノリティ
支援の取り組みを
紹介するブース 


